
  

 

 

 

 

 

 

ＬＧＢＴＱを通して 

「多様な生き方を認め自分らしく生きる」 

今週は、人権同和問題学習の中でＬＧＢＴＱを通して、「多様な生き方を認め自分らし

く生きる」ことを考えました。 

ゲストティーチャーとして田中さんをお迎えし、話を聞きました。その後、各自で感想

や生き方について、文種を書きました。その文章は、各グループで意見交換しました。そ

して、全体発表の中で9人が発表しました。どの発表も自分の生活や自分の心に近づけ

た発表でした。みなさんの可能性が感じられる発表でした。 

〔みなさんの主な考え〕 
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○ マイクロアグレションのポスターで、「家事をしながら社長をやるのはすごい」というのは普通

にすごいと思うので、始めは何が差別かわからなかった。田中さんの話を聞いて、「カミングアウ

ト」の意味が、ふさぎ込んだ状態から抜け出すことということがわかった。 

○ 私は今までＬＧＢＴＱの人々と会うことがなかった。「『らしさ』とはステレオタイプ」など様々

な表現を知ったので、これからの生活で行動に移したい。 

○ 自分と同じ考えや感じ方の人といると、「これが普通なんだ」と思い、考え方や感じ方が違った

ら差別をしてしまうかもしれない。だから自分の考えや感じ方を押しつけるんじゃなくて、理解

できるようになりたい。 

○ 私は身近な人でＬＧＢＴＱの人がいなかったけど、自分がＬＧＢＴＱだと言えている人が少な

いことがわかったので、もしかしたら近くにいるかもしれないと頭に入れて、言葉や行動に責任

を持つことが大事だと思った。 

○ 父は頑固で昔の普通がぬぐいきれてない人なので、ＬＧＢＴＱの話なんてすれば、否定ばかり

するのではないかと思ったのですが、思っていたより肯定気味だったのを見ると、本当に少しず

つＬＧＢＴＱに対する差別や偏見がなくなりつつあるのかなと希望が見えたような気がして、少

しうれしくなりました。 

○ 今回、田中さんの話を聞いてみて、本当の自分を隠していくしかないという言葉に、自分たち

の発言や行動で不安にさせてしまっているということがわかりました。 

○ 私ができることは、人の多様な考え方を否定しないことを実行していくことだと考えました。 

○ 本人がすごく考えて発信したはずの情報が間違った形で伝わるかもしれないとなると、よけい

に自分のことを話すのに勇気が必要で、聞く側がしっかり受け取れる状態になっていることも必

要。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学生の時に差別的な言葉を言ったことを、田中さんの話を聞いて思い出しました。小さい頃

だったとしても無意識に差別的な発言を言ったんだと自覚させられました。 

○ 日本は同調の強い国なので、同性を好きになるという考え方がすぐに受け入れられないという

考え方に共感しました。 

○ 多くの人はどのような言葉が差別になるのか、理解していないため、無自覚に差別発言をして

いる。差別について理解することが大切。人にはそれぞれの生き方や考え方があるので、それを

認めることができるような人にならなければならない。 

○ 「自分らしさ」を表現することはとても難しい…自分を知ってもらうためには自分の気持ちを

向き合うことが大切。「自分らしく」生きていくために自分と向き合わないといけないと思った。

自分の好きなことを他の人に伝えられるようになりたい。 

○ 自分らしく生きるには、周りの人を思いやることがとても大切です。自分は周りの人の考えや

生き方を認めて、自分らしく生きられるように工夫したい。 

○ 他者を差別的に扱うことが許せないと思った。 

○ 多様な生き方があって、人それぞれだし、全ての人が自分らしく生きられたら良いと思いまし

た。自分らしく生きる生き方を考え続けていきたい。 

○ 自分の生き方や過ごし方を人に左右されるのではなく、自分自身で生き方を決めることが大切

である。これからは自分と違う生き方をしている人がいても認めること、自分が何を言われても

自分らしく生きていこうと思いました。 

○ 自分の知らない言葉や同性愛者に対しての様々な意見があって、まだまだ今の自分の理解は浅

いなと思いました。ＬＧＢＴＱの話題に少しでも興味を持ってくれる人が増えていると感じるの

で、これからもっとどんな人でも生きやすいような未来になってほしいです。 

○ 田中さんは、私たちにゲイであること話してくださったから、次は自分たちがしっかり多様性

について知り、いろんな人たちの気持ちを受け止めるべきだと思いました。 

○ 多くの人がＬＧＢＴＱへの理解を深め、馬鹿にすることも同情することもしなければ、自然と

ＬＧＢＴＱが「普通」な世の中になると思った。 

○ 田中さんの話を聞いて、好きになる人が違うだけでこんなに苦しい思いをしている人が多くい

ることを知りました。私は好きになる人が違うことを気にせず、生きたいです。 

○ 私は見た目も心も女の子だけど「女の子なんだから」と言われると、少しモヤモヤすることが

あります。女の子だから、男の子だからという言葉だけで、何人もの人を苦しめているのではな

いかと思いました。私は自分が着たい服を着て、自分のやりたいことをして自分らしく生きたい

と強く思いました。 

○ 人それぞれ個性があって好きな食べ物、得意なことなど違うのが当たり前なのに好きになる性

別が違うことに対して差別的な行動をしてしまうのはなぜだろうと思いました。 

○ 自分は女性の方が好きなので、ＬＧＢＴＱにはあまり関わらなかったけど、今日の授業を受け

て案外近くにいるんだなと思いました。・・・今日習ったアウティングなどは絶対にしてはならな

いことだと知りました。 

○ これからもカミングアウトされた時は尊重し続けたいと思いました。みんなが尊重し合うこと

がカミングアウトしやすい世の中になると思いました。 


